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（連結） 昨年実績 実績 前期比（％） 予算比（％）
売上高 31,720 32,133 101.3 102.8
営業利益 484 600 123.9 304.5
経常利益 508 630 124.1 295.7
当期純利益 27 ▲2,513 ― ―
EPS（円） 2.71 ― ― ―

（個別） 昨年実績 実績 前期比（％） 予算比（％）
チェーン売上高 53,955 54,077 100.2 107.4
売上高 31,083 31,193 100.4 102.9
営業利益 514 598 116.2 332.2
経常利益 495 602 121.7 304.0
当期純利益 20 ▲2,617 ― ―
EPS（円） 2.08 ー ― ―

第34期中間期（2008年8月期）決算概要

2007年8月期 34期中間期（2008年8月期）

2007年8月期 34期中間期（2008年8月期）

単位：百万円

単位：百万円

※予算比は、業績修正前の予算にて算出
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営業収入の内訳・出店閉店の状況・実績差異要因分析

営業収入内訳 実績 予算比 構成比 前年実績 前年比
直営店売上 18,738 106.3% 60.1% 17,603 106.4%
加盟店からの収入 1,670 108.0% 5.4% 1,776 94.0%
卸売上 9,720 95.6% 31.2% 10,716 90.7%
その他営業収入 1,063 110.8% 3.4% 987 107.7%
営業収入合計 31,193 102.9% 100.0% 31,083 100.4%

単位：百万円
営業収入の内訳

・Ｔａｓｐｏ導入による「たばこ」および「たばこ関連商品」の売上増加と7月の猛暑による売上増加。

･チェーン売上増加に伴うロイヤリティ収入等、加盟店からの収入増加及びリベート等の増加。

出店閉店の状況
34期中間期

・新規出店優先から既存店舗の再建優先に一時的な軌道修正

･売上上昇による加盟店舗の解約等が減少

実績 計画 差異

出　　店 17 27 ▲ 10
閉　　店 40 58 ▲ 18
期末店舗数 732 724 8
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特別損失の計上

減損損失の内訳

・直営店舗245店舗のうち、現在および将来的に赤字が予測される店舗177店舗を対象。

・すべての連結子会社についても資産再評価を実施。

・自社所有すべての土地の再評価を実施した結果、岡山事務所ほか合計３件に適用。

特記事項

今回の減損損失等の計上により、下期以降の経営基盤の安定化に寄与するとともに

健全な財務体質を目指します。

単位：百万円

2008年8月期 科目別内訳

直営店舗減損損失 2,205 建物および構築物 1,707

土地評価損等 324 器具備品 289

子会社減損等 180 土地 309
その他 404

合計 2,709 2,709



5Copyright (c) 1976-2008 POPLAR.CO.,LTD. All Rights Reserved.

連結子会社の状況

単位：百万円
連結子会社の状況

キャッシュフロー 単位：百万円

2007年8月度 2008年度8月
2008年2月度
（33期期末）

営業活動による
キャッシュフロー

2,607 7,045 2,241

投資活動による
キャッシュフロー

▲1,555 ▲4,327 ▲2,279

財務活動による
キャッシュフロー

▲200 ▲175 ▲486

フリー
キャッシュフロー

1,052 2,718 ▲38

現金および
現金同等物残高

3,842 5,008 2,466

会　社　名 売上高 経常利益 当期純利益

大黒屋食品 598.0 ▲ 0.1 ▲ 0.6

ポプラ保険サービス 11.8 4.2 2.9

キリン堂薬局 723.3 ▲ 2.2 ▲ 4.6

ポプラ企画 15.0 5.3 5.2

子会社計 1,348.3 7.2 2.9

※2008年度8月は末日が銀行休業日
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既存店前年比の推移
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売上

客数猛暑の影響で好調
に推移

関東地区がＴａｓｐｏ
導入エリアへ

Ｔａｓｐｏ２次導入エリアとして
西日本エリアがプラスへ貢献

中間期既存店前年比 104.8％ （46ヶ月ぶりの既存店前年比プラスへ）

Ｔａｓｐｏ効果が全カテゴリーに波及したために大幅なプラスへ

天候の不順でやや下げ気味

Ｔａｓｐｏ効果の影響で半期通して
好調に推移しました。 数値は、売上高の

パーセンテージを表示
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（連結） 昨年実績 見込 前期比（％） 予算比（％）
売上高 62,333 61,697 99.0 100.8
営業利益 734 837 114.0 297.8
経常利益 810 880 108.6 282.0
当期純利益 75 ▲ 2,585 ― ―
EPS（円） 7.53 ― ― ―

（個別） 昨年実績 見込 前期比（％） 予算比（％）
チェーン売上高 104,161 105,391 101.1 107.6
売上高 60,656 59,427 97.9 100.2
営業利益 758 827 109.1 334.8
経常利益 795 847 106.5 300.3
当期純利益 68 ▲2,692 ― ―
EPS（円） 6.88 ー ― ―

第34期通期（2009年2月期）決算の計画

2009年2月期 34期中間期（2008年8月期）

2009年２月期 34期期末（2009年２月期）

単位：百万円

単位：百万円

※予算比は、業績修正前の予算にて算出
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第34期通期（2009年2月期）決算の計画 出店閉店計画 既存店前年比

出店閉店の計画

◇ 34期下期は、既存店舗の活性化のための投資を中心とするため、

新規出店は当初計画の39店舗を下回る予定。

◇ 閉店に関しては、不採算直営店舗20店およびＦＣ店舗の解約閉店10店舗を見込む。

既存店前年比の計画

◇下期計画 103.0％

通期計画 103.9％
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第34期上期の活動内容①

◇３月 ： 千葉新港店・・・・・・・・宇佐美鉱油とのＧＳ併設型店舗

◇４月 ： 防府北基地店・・・・・・航空自衛隊防府北基地内店舗

◇５月 ： 大分畑中西店・・・・・・パチンコホール併設型店舗

◇６月 ： 都営本八幡駅店・・・・定期券売場併設店舗

出店の状況

＜ 新業態店舗 ＞

◇３月 ： 生活彩家 赤坂店 －S.P.STATION－
通常のコンビ二とは違う、新しい空間をお客様にご提供する事を

コンセプトとした店舗です。店内にはゆっくりくつろげる喫煙

スペースや休憩スペースも設置しております。
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第34期上期の活動内容②

営業関係

営業推進室の新設

各地の営業部署店舗全般に関わる業務を統括して管理し、

売上と利益を追求する部門として設置いたしました。

主な取組

◇ 店舗運営マニュアルの刷新とチェック体制の確立

◇ ＳＶ、店長の行動指針作成

◇ 営業指導ツールの確立

◇ 営業数値のデータ分析による改善提案

◇ 売上向上のための各種提案

◇ 業務軽減の提案

◎

◎

◎

◎

社名の由来

常に新しい利便性を追求し、お客様に必要とされる企業になる。

オーナーに信頼され、取引先、株主に支持される企業になる。

商業の正道をもって利益を追求する企業になる。

社員能力の育成をもって企業発展の礎とし、一人一人の生涯設計ので
きる企業になる。

経営理念

「ポプラ」それは、伸びゆく力。

たいへん生命力の強い樹として知られるポプラは、古代ギリシャ神話において「勝利」
を象徴し、「愛」を表す樹とされています。また、その名の語源は、英語の「ポピュ
ラー（POPULAR）」と同じです。

私たちは、「ポピュラーな店になろう」、そして、「いきいきと成長するポプ
ラ並木のように、チェーン本部とフランチャイズ加盟店がまっすぐに一
丸となって伸びていこう」という、ふたつの願いをこめて、この「ポプラ」を社名とい
たしました。

Copyright (c) POPLAR.CO.,LTD. All Rights Reserved.
ポプラ営業推進室2008年8月26日 改訂版

　■トレーナー各位への注意事項
　研修は清掃・カウンター内作業等売り場で実施せざるをえない場合を除き、
　基本的にバックルームで行ないましょう。カウンター作業であっても袋詰め
　等の指導については極力バックルームで行いお客様への迷惑にならない
　よう注意しましょう。十分にテキストが理解されてからＯＪＴに移るようにして
　下さい。不十分な状態でお客様への対応はさせないようお願いします。

■店舗運営フォーマット一覧＜その１＞
緊急連絡体制表 20.直営用 21.ＦＣ用

26.接客５大用語

ポプラ営業推進室

18.トイレ清掃チェック表
19.トイレPOP 40.応募者受付簿

3.切手・印紙・はがき管理表
4.発券機使用期限管理表
5.（発券機外）金券管理表
6.DPE管理表

更新日：2008年10月16日

33.ファイル背表紙（厚いﾌｧｲﾙ用）

13.品番コード一覧表

22.勤務シフト表

24.ポプラ社員行動規範（直営用）
25.予約獲得グラフ（各種）

23.提出書類一覧（直営店用）

27.酒類販売管理者掲示用POP
28.衛生推進者掲示用POP

11.防犯用POP 17.傘ありますPOP

13.品番コード一覧表
12.郵便料金一覧POP

以下必要に応じて
9.たばこｶｰﾄﾝﾁｪｯｸ表

16.レシート入れPOP

30.詐欺事件注意POP
29.電話応対POP

15.給湯ポット沸騰中POP
14.管理温度注意POP

10.必ず手洗いPOP

1.ワークスケジュール（雛型）
2.現金過不足チェック表

8.温度チェック表
7.賞味期限チェック表

※直営店労務管理系フォーマットは別ファイルにあります。

32.セクハラ防止憲法POP

39.ｼｮｰｶｰﾄﾞ依頼書

31.B/R内禁煙厳守POP

35.競合店調査表
36.クレーム報告書
37.無断駐車・長期駐車対策

38.面接チェック表

34.ファイル背表紙（薄いﾌｧｲﾙ用）

41.拾得物受領書

デザート
酒（洋酒）

珍
味

乳飲料

105円缶

酒（焼酎）

健
食

酒（清酒）冷凍左 冷凍右乳飲料

衛
生
・
紙

いい菓んじ

男化粧①

調味料食
/
ペ

箱
ス
ナ

雑誌①

女化粧②女化粧③女化粧④

ｶｯﾌﾟ汁

食家洗文具電材②

デイリー

パン パン

惣菜/麺Ｈ＆Ｃ サンド弁当 弁当

ビ
ー
ル

物置

いい菓んじいい菓んじ

Ｂ
Ｆ男化粧② 作業

飲
料
１

豆
珍

スナック

電灯・動力盤

ビ
ー
ル

ビ
ー
ル

飲
料
２

飲
料
３

ﾛｯｶｰ

ﾊﾑ/缶

玩
具

米菓

進物/焼菓

レトルト

スナック スナック小箱②

駄菓子キャン②

Ｐビス

雑誌④雑誌③雑誌②

ｺｰﾙﾄﾞ
ﾃｰﾌﾞﾙ

栄
養

ガ
ム

ラーメン

女化粧①

パン

ラーメン

菓/ 菓

Ｆ
電材①

キャン①

コミック

ラーメン

小箱①

店長机

雑誌⑥雑誌⑤ 雑誌⑦

金庫

ＷＣ

ＷＣ

物置

嗜好

灰皿

ﾗｯﾌﾟ

戸
棚

レンジ

レンジ

レンジ

レジ
②

発券機

おでん

ｿﾌﾄ
ｱｲｽ

木製棚

タバコ
自販機

ゴミ ゴミゴミ 証明写真

ガチャ

ガチャ

肉まん

ＦＦ
什器

ゴミ

新聞
販売台

ＡＴＭﾌﾘｰ
ﾍﾟー ﾊﾟー

オープン型アイス什器応援
ﾚｼﾞ

レジ
①

タ
バ
コ
吊

下
げ

タ
バ
コ
吊

下
げ

タ
バ
コ
吊

下
げ

店舗数

445

ｺｰﾄﾞ 店舗名
形
態
地区本部 地区 営業担当

分
類

チーフ マネージャー

前
回
順
位

累積
得点

80055 松江学園通り店 RC 2東中国 ロ店舗運営課下山 SI 松本　 司荻野　健造 1 1 → 259
80172 日野生山店 FC 2東中国 ロ営業2課 大幡 SV 高田　昇 荻野　健造 2 2 → 257
20105 山口ゆだ店 FC 1西中国 ロ山口地区 鶴田 SV 百合野　 佐竹　勝則 3 3 → 245
20106 山口嘉川店 RC 1西中国 ロ山口地区 上利 SV 百合野　 佐竹　勝則 4 4 → 237
10278 西条田口店 RC 1西中国 ロ店舗運営課畦 SV 北林　 典佐竹　勝則 5 5 → 228
80094 東伯赤碕店 RC 2東中国 ロ鳥取地区 門口 SI 桑尾　 郎荻野　健造 7 6 ↑ 207
80168 出雲大津新崎店 RC 2東中国 ロ店舗運営課下山 SI 松本　 司荻野　健造 6 7 ↓ 206
20110 小郡栄山通り店 RC 1西中国 ロ山口地区 上利 SI 百合野　 佐竹　勝則 8 8 → 198
10405 三次高校前店 RC 1西中国 ロ店舗運営課鉙内 SI 北林　 典佐竹　勝則 9 9 → 195
10385 東広島郷曽店 RC 1西中国 ロ店舗運営課畦 SV 北林　 典佐竹　勝則 10 10 → 194
50099 小串店 RC 1西中国 ロ山口地区 増崎 SI 百合野　 佐竹　勝則 11 11 → 193
20102 防府植松店 RC 1西中国 ロ山口地区 増崎 SV 百合野　 佐竹　勝則 12 12 → 190
10360 可部南原店 RC 1西中国 ロ店舗運営課鉙内 SV 北林　 典佐竹　勝則 14 13 ↑ 187
40147 総社インター店 RC 2東中国 ロ岡山・ 山河本 SV 三村　 雅荻野　健造 15 14 ↑ 186

■全社ランキング＜2008年度＞

順
位

2008年2月26日

2008年10月13日

期間（自）

期間（至）

（6月）
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第34期上期の活動内容③

商品力の向上

・オリジナル100円菓子ブランド「いい菓んじ」の全面リニュアル実施

デザインを含め一新、リラックスをシリーズコンセプトに

「くつろぎ選菓」として10/10より展開

好調な低価格菓子のリニューアルを行い、売上アップを

狙います。

・地元女子大との共同制作弁当の販売 （8月）
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「上期の振り返り」 「下期の取組み」 「中期経営方針」
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「上期の振り返り」

・営業利益・経常利益

⇒ 営業利益600百万円、経常利益630百万円となり、前年（前年比123.9％、124.1％）

予算（予算比304.5％、295.7％）を達成

・当期純利益

⇒ ▲2,513百万円（直営店舗減損損失・土地評価損・子会社等減損として特別損失を計上

将来的な経営基盤の安定化に寄与

時流変化に対応するため

半期そして単年度の事業目標を確実に遂行することが必要

業績について

社内改革

⇒Ｐプロジェクトの推進 （3月～5月）

⇒営業推進室の新設 （6月）

⇒新人事制度の導入 （9月～）

取組むべき項目

・商品・営業力の強化 ・店舗網の拡大

・内部統制の整備
健全な財務内容でスタートが
出来る環境の整備
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下期の取り組み ～下期重点目標～

35期黒字化・復配に向けた整備として

営業的施策の強化に取り組む。

①不採算直営店の閉店

下期重点目標

②既存店の活性化

③製造・卸機能の強化

⑤営業力の強化

④本社機能の強化

⑥ドラッグコンビニの体制整備
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下期の取り組み

②既存店の活性化

・既存店の改装を実施 （西日本地区を中心に進める）

70店舗～100店舗規模での改装を実施する

販売力強化・活性化を図る

･不採算直営店舗の閉店

20店舗程度の不採算店舗閉店を実施し、収益改善を進める

人材再配置を行う

①不採算直営店の閉店
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下期の取り組み

③製造・卸機能の強化

・卸機能

設備の強化により、物流コストを削減

物流の集約化を図る

・製造機能

新製法の機器等を投入

商品力のある商品を開発できる体制

④本社機能の強化

・商品部・システム部の本社集約

商品政策の強化・意思決定の迅速化

・本部スタッフ部門の分割

重複業務削減によりコストダウン
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下期の取り組み

・ユニフォームの刷新

作業性が良く高機能な仕様に変更

2009年2月に全店変更予定

・マニュアルの再整備

店舗オペレーションの向上を目的とした

マニュアルの整備

新ユニフォーム
デザイン案⑤営業力の強化

⑥ドラッグコンビニの体制整備

25名が登録販売者資格に合格

コンビニエンスとドラッグストアの複合店舗の検討
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M&Aによる拡大

「中期経営方針」 ～過去戦略からの変更点～

従来の経営方針 今後の経営方針

商品力の強化 既存店の活性化

収益重視

製造卸機能の強化

課題

出店重視により資金が他に充当されない開発
型の投資が進んだ

製造卸利益の維持強化のための商品力の低下
を招いた。

Ｍ＆Ａによる拡大によって、各地区本部の業務
平準化が困難になっている。

対策

商品部の本社集約による商品開発力を強化

意思決定の迅速化

顧客ニーズに合わせた
商品開発

規模重視

立地に合わせた
店作り

今後は、収益性を経営戦略
の軸に据え、循環サイクルの
正常化を早期に達成し、再
成長への足場を固める

出店、または開発主導の経営 営業主導の経営

既存店に対する改装投資による活性化

内製化や物流集約見直し等を通じた製造卸機
能強化
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製販一貫体制製販一貫体制

「中期経営方針」 ～当社のビジネスモデル～

ポプラ 一般的CVSの平均

売上の3％ 粗利の35％～45％

売上ロイヤリティ制度 （売上対比　10～13％）

加盟金 100万円

保証金 3万円/㎡

契約期間 5年 10年～15年

違約金 なし あり

最低保障制度 なし あり

ロイヤリティ

300万円

ポプラ 一般的CVSの平均

売上の3％ 粗利の35％～45％

売上ロイヤリティ制度 （売上対比　10～13％）

加盟金 100万円

保証金 3万円/㎡

契約期間 5年 10年～15年

違約金 なし あり

最低保障制度 なし あり

ロイヤリティ

300万円

売上ロイヤリティ制度売上ロイヤリティ制度

◆ 同業他社とのシステムの違い

●売上ロイヤリティ制度 → 経営指導

●粗利分配制度 → 共同経営

加盟店オーナーにとって自由度の高いロイヤリティ体系は当社の強みであり、低日販でも成り
立ちうる商品供給等の独自モデルは相対的に優位にあり、独自機能の再強化でCVS市場全
体の受け皿となりうる。
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「中期経営方針」 ～戦略指針～

商品戦略

独自機能戦略

短期

短期

中長期

中長期

自社製造米飯の商品開発、及び販促・キャンペー
ン等による日販強化、フライヤー導入、帳合集約

POSシステムの刷新によるサービスレベルの向上、
及び出遅れているサービス日販の取り込み

現在の姿

配当可能利益の回復・維持を最重要課題とし、中堅コンビニとしてのポジショニングを確立するために「商品」
「店舗」「独自機能」の3つの強化を図ります。

強化
強化

強化

店舗商品

独自機能

改革後の姿
＝企業価値の向上

内製化や物流見直し等を通じた製造卸機能強化、
及び低日販対応の事業開発の強化

製造卸機能の強化に繋がる提携を模索・追求する。

店舗戦略

短期

中長期

不採算直営店の整理、及びドミナンス再構築に向
けたスクラップ＆ビルドの強化

店舗網の拡充によるドミナント戦略、及び看板替え
によるリージョナルチェーンとしての成長

ポプラの事業モデル

・売上ロイヤリティ制度

・製販一貫体制
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本資料には、将来の見通し・計画等の基づく予測が含まれております。世界経
済及び国内経済の動向、天候や自然災害の影響、競合状況、法的規制等に
関わるリスクや不確定要因により、実際の業績が、本資料に記載された業績や
計画と大幅に異なる可能性があります。

本資料に関するお問合せ先

株式会社ポプラ 経営企画室

••TELTEL：： 044044--280280--28132813

••FAXFAX：： 044044--280280--19361936

••EE--MailMail：： keieikikakukeieikikaku--ir@popir@popｌｌarar--cvs.co.jpcvs.co.jp

••HPHP：： http://www.poplarhttp://www.poplar--cvscvs..co.jpco.jp


